
 

 

 

 

中間考査を終えて… 

 中間考査の結果が返ってきました。どうだったでしょうか？点数も大変気になる

ところではありますが、試験勉強の取組もしっかりと振り返ってください。下のグ

ラフは、私が１年生の担任をしていたときの学級の

生徒の試験勉強時間と中間考査の点数の関係をグラ

フにしたものです。やはり、勉強時間が多い生徒は、

点数も高い傾向にあることが分かりました。もっと

も高得点だった生徒は 2 週間で 90 時間近く試験勉

強していました。計画を立て、それを確実に実行し

た結果でした。さらに大事なことは、“日常の学習”でした。この生徒を含め、計

画通りに出来た生徒は、短時間でも日常の家庭学習がコンスタントに出来ていたこ

とです。本校で言えば、「三度の復習」を、毎日・毎週末欠かさずやることです。

“習慣に勝るものはない”と思います。一気に 90 時間は無理でも、30 分、1 時間

を毎日続けることで、気がついたときには、90時間やれる“力”が身につくのです。 

シトラスリボン プロジェクト  実施中 

生徒会執行部による提案で、１日(火)に「シトラスリボン」

を全校生徒が作りました。これは愛媛県で始まったもので、特産の柑橘(シトラス)にち

なみ、シトラス色のリボンで３つの輪をつくり、自宅や学校で飾ろうというプロジ

ェクトです。３つの輪は地域、家庭、学校(職場)を表し、

それらが強く結びつくことで、このコロナ禍で生まれた差

別や偏見をなくし、心から暮らしやすい街をつくろうと願

いが込められています。検査結果を待っている人、感染が

確認された人、それを支える家族・医療従事者、それぞれ

の暮らしの場で「ただいま」「おかえり」と言いあえる学校

や地域であるように願い、シトラスリボンを各自２つ作り

ました。１つは自宅に持ち帰り、もう１つは生徒会が全生

徒分をまとめて 1ヵ所に掲示する予定です。 

校内弁論大会を行いました 

 12 日(土)に土曜授業の一環として、校内弁論大会

を行いました。生徒一人ひとり、日頃感じているこ

とや社会に訴えたいことを作文にまとめ、その後、

学級で代表者（弁士）を決めました。体育館の壇上

に立った６人の弁論はそれぞれに素晴らしく、全校

生徒は熱心に耳を傾け、心からの拍手を送っていました。審査結果は最優秀が２年

生、優秀が３年生の２名で

した。弁論大会は 50 年近

く続く本校の伝統です。作

文を書き、また人の発表を

聴くことを通し、ものの見

方や考え方を深めて欲しい

と思います。 

Ｄo your best！ 

 部活動生にとって、７月～８月は１年間の集大成である”大会”が行われます。日

頃の練習の成果を発揮するときがきました。吹奏楽部は既に、６(日)に「北九州吹

奏楽祭」に出演しました。新型コロナウイルスの感染防止で活動の制限がなされてい

ますが、大会が無事開催され、練習の成果が発揮されるように祈ります。また、個

人で運動や文化面での大会に出場する生徒もいることと思います。頑張って下さい。 

 中体連郡大会（７月）・吹奏楽コンクール（８月）の予定 

野球 3(土)4(日) 犀川運動、苅田臨海 卓球 10(土)11(日

) 

苅田中学校 

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 10(土) 勝山中学校 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 10(土)11(日

) 

育徳館 

サッカー 3(土)4(日) 西日本工業大 吹奏楽 8月 1日(日) 北九州ｿﾚｲﾕＨ 

教育実習を終えるにあたって 

 ５月31日～６月18日の３週間、英語科の教育実習を行っていた本校卒業生から、実

習を終えるにあたって皆さんへのメッセージを頂きました。 

 失敗を恐れず、何事にも挑戦してください。そして、中学校生活を楽しんで、友達と

の思い出をたくさん作ってください。 Have  a  dream  and  do  your  best！ 

1 年 1組 「 私たちにできること 」 

1 年 2組 「人種差別をなくすためにできること」 

2 年 1組 「いじめられる人の気持ちになって」 

2 年 2組 「 あたりまえの大切さ 」 

3 年 1組 「 私の家族 」 

3 年 2組 「 変わりゆく世界 」 
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点数 

時間 

全生徒のリボンを１つに(生徒会) 

シトラスリボンづくり（学級） 


